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成
簀
堂
文
庫
蔵
写
本
『
源
平
盛
衰
記
』
所
載
歌
本
文
小
考

　
　

―
巻
第
四
十
八
所
収
志
賀
寺
上
人
説
話
を
め
ぐ
っ
て
―

�

岩
城　

賢
太
郎

　
　
　

一　
『
源
平
盛
衰
記
』
古
写
本
と
本
文
遡
求
の
可
能
性

　

石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簀
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
源
平
盛
衰
記
』
写

本
（
以
下
、
成
簀
堂
本
）
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
静
嘉
堂
本
）

と
蓬
左
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
蓬
左
本
）
の
他
に
は
古
写
本
の
確
認
さ
れ
て

い
な
い
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
い
て
、
そ
の
よ
り
本
来
的
な
本
文
（
古
態
）

を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
静
嘉
堂
本
（
巻
五
・
巻

八
の
一
部
を
欠
く
が
巻
一
～
巻
十
、
及
び
巻
十
四
・
巻
三
十
九
の
一
部
の

本
文
を
収
め
る
十
冊
）
は
年
記
等
は
な
い
も
の
の
、
松
尾
葦
江
氏
が
「
現

存
本
の
中
で
は
恐
ら
く
最
も
古
い
も
の
」「
室
町
末
期
写
と
見
ら
れ
る
」

と
指
摘
し
（
注
１
）、
静
嘉
堂
本
を
『
源
平
盛
衰
記
』
の
最
古
本
と
す
る
見
解

は
概
ね
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
蓬
左
本
（
四
十
八
巻
四
十
八
冊
）

は
巻
第
四
十
八
冊
奥
書
に
書
写
者
玄
菴
三
級
に
よ
る
「
干
時
慶
長
十
六
年

季
冬
下
旬
」
の
年
記
が
見
え
、
即
ち
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
の
書
写

で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
（
注
２
）。
こ
れ
に
比
す
古
い
本
と
し
て
は
、
川
瀬
一

馬
氏
が
慶
長
十
年
以
前
の
版
行
と
指
摘
し
た
慶
長
古
活
字
版
に
な
る
（
注
３
）。

　

対
し
て
成
簀
堂
本
（
巻
一
～
巻
四
・
巻
十
七
巻
十
八
・
巻
二
十
九
巻
三

十
を
欠
く
二
十
冊
だ
が
、
岡
田
三
津
子
氏
が
巻
五
巻
六
の
一
冊
は
別
筆
で

元
和
寛
永
古
活
字
版
の
写
し
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
４
））
も
、
川
瀬

氏
に
よ
り
慶
長
頃
写
と
さ
れ
た
が
（
注
５
）、
岡
田
氏
の
調
査
に
よ
り
、
巻
第

三
十
二
本
文
最
終
丁
に
「
弘
治
二
天
二
月
日
校
合
」
の
朱
書
に
よ
る
書
き

入
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
川
瀬
氏
も
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
と

い
う
「
室
町
末
期
の
筆
蹟
に
ま
が
う
こ
と
が
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
と
い

う
事
実
が
あ
っ
た
」「
室
町
時
代
の
書
写
本
と
再
認
識
し
た
」
と
し
た
（
注
６
）。

　

だ
が
成
簀
堂
本
を
実
際
に
閲
覧
し
て
み
る
と
、
こ
の
校
合
の
朱
書
は
、

本
文
の
随
所
に
見
え
る
朱
の
書
き
入
れ
と
は
色
を
異
に
し
て
お
り
、
字
体

も
異
な
っ
て
お
り
、
本
文
や
書
き
入
れ
と
同
筆
で
あ
る
の
か
は
稿
者
に
は

判
定
出
来
な
い
。
ま
た
巻
三
十
一
・
巻
三
十
二
冊
の
末
尾
に
校
合
の
奥
書

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
巻
三
十
三
以
降
の
四
冊
の
校
合
は
別
の
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
成
簀
堂
本
の
現
状
は
「
蘇
峰
新
表
紙
補
配
」
と
あ
る
通

り
（
注
７
）、
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
明
る
め
の
茶
表
紙
で
改
装
さ
れ
て
お
り
、
原
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装
を
探
る
の
も
容
易
で
な
い
。
ま
た
静
嘉
堂
本
や
蓬
左
本
が
鳥
の
子
紙
の

装
飾
料
紙
に
麗
筆
で
書
写
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
、
成
簀
堂
本
は
、
川
瀬

氏
は
「
達
筆
な
書
風
で
あ
る
」「
但
し
、
や
や
巧
み
で
な
い
筆
蹟
の
助
筆

の
巻
（
巻
五
・
六
等
）
が
交
じ
っ
て
い
る
」（
注
８
）
と
す
る
が
、
袋
綴
の
楮

紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
墨
継
ぎ
も
等
間
隔
で
な
く
且
つ
筆
勢
に
も
か
な
り

む
ら
が
あ
る
。
全
冊
に
細
か
に
異
文
や
校
勘
等
が
、
朱
や
墨
書
で
細
か
に

書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
静
嘉
堂
本
や
蓬
左
本
と
同
じ
く
写
本
で
あ
る
と

は
い
え
、
そ
の
書
写
の
様
態
や
目
的
・
使
途
等
に
お
い
て
、
性
格
を
全
く

異
に
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

但
し
成
簀
堂
本
は
、
右
の
ご
と
き
数
々
の
書
写
に
関
す
る
不
審
な
点
を

踏
ま
え
て
も
、
古
写
本
の
限
ら
れ
る
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
い
て
、
蓬
左

本
や
慶
長
古
活
字
版
を
約
半
世
紀
遡
る
年
記
が
見
え
る
点
は
、
や
は
り
注

目
さ
れ
る
。
数
多
の
複
雑
な
書
き
入
れ
も
、
調
査
検
証
す
る
こ
と
で
、
本

来
的
な
本
文
を
遡
求
す
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
を
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
成
簀
堂
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、
既
に
岡
田
氏
に
よ
り
論
考

が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
稿
者
は
『
源
平
盛
衰
記
』
の
近
世
期
に
お
け
る

本
文
、
流
布
本
の
形
成
を
追
求
す
る
上
で
も
、
成
簀
堂
本
の
検
証
か
ら
有

益
な
示
唆
を
得
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
、
閲
覧
調
査
を
重
ね
て
い
る
（
注
９
）。

　

本
稿
は
、
そ
の
閲
覧
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告
と
し
て
、
成
簀
堂
本
最

終
冊
に
収
め
ら
れ
る
『
源
平
盛
衰
記
』
全
四
十
八
巻
の
最
終
章
段
に
お
い

て
、
建
礼
門
院
平
徳
子
が
「
六
道
ノ
苦ク

樂ラ
ク

ヲ
經ヘ

タ
ル
有ア

リ
サ
マ樣

ヲ
此　

ノ

世ヨ

ニ
准

ナ
ゾ
ラ
ヘ

テ
申
候
ハ
ン
」
と
語
る
う
ち
の
、
畜
生
道
に
つ
い
て
の
語
り
に
含
ま
れ
る

志
賀
寺
上
人
説
話
の
本
文
を
取
り
上
げ
、
考
察
し
た
い
。

　
　
　

二　
『
源
平
盛
衰
記
』
志
賀
寺
上
人
説
話
の
本
文

　

ま
ず
は
検
討
対
象
で
あ
る
成
簀
堂
本
巻
第
四
十
八
の
、
建
礼
門
院
が

「
畜チ

ク

生
道
ニ
云イ
ヽ

ナ
サ
レ
タ
リ
」「
昔ム
カ
シ

モ
タ
メ
シ
ノ
候
ケ
レ
バ
コ
ソ
」「
今イ
マ

モ

昔ム
カ
シ

モ
男ナ
ン

女
ノ
習ナ
ラ
ヒ

不ザ
ル

レ
及ヲ
ヨ
バ

レ
力ラ

事コ
ト

ナ
レ
バ
。
兎ト

テ
モ
角カ
ク

テ
モ
候
ナ
ン
」
と
語

る
志
賀
寺
上
人
説
話
に
つ
い
て
、
当
該
本
文
を
記
す
半
丁
分
の
本
文
全
体

を
、
出
来
る
だ
け
原
本
の
配
字
通
り
に
掲
げ
る
。

近
付
タ
リ
ケ
ン
同シ

道
ト
云
ナ
カ
ラ
怖ロ
シ
　ク

ソ
覚
ユ
ル
清
和
天
皇
ノ
二�

（
巻
第
四
十
七･

四
十
八
冊
二
十
七
丁
裏
一
行
）

条陽
成
御
母

后
ト
申
ハ
贈
太
政
大
臣
長
良
御
女
也
ケ
ル
カ
在
原
業
平
カ

忍
ツ
ヽ
五
条
渡
ノ
西
ノ
對
ノ
亭
ア
ハ
ラ
ヤ

ニ
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
ト
詠メ

ケ
リ
寛

平
法
皇ノ

京
極ノ

御
息
所
ハ
時
平
大
臣ノ

御
娘
志日
吉
詣
御
時
イ

賀
寺

詣
ノ
御
時
彼
寺
ノ
上
人
奉リ
レ
係
レ
心
ヲ
今
生
ノ
行
業
ヲ
譲
リ
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奉
ラ
ン
ト
申
せ
ハ
◦
ヨ
シ
サ
ラ
ハ
マ
コ
ト
ノ
道
ノ
シ
ル
ヘ
シ
テ
我
ヲ
イ
サ

ナ
ヘ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒
ヨヒ
シ
サヒ
ラヒ
ハヒ
初
春
ノ
ハ
ツ
ネ
ノ
ケ
ウ
ノ
玉
箒
手
ニ

ト
ル
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒
ト
詠　
メ給
テ
御
手
ヲ
授
ケ
給
ケ
リ

源
氏ノ

女
三　

ノ

宮
ハ
柏
木
右
衛
門
督
ニ
通　

ヒ

テ
薫
大
将
ヲ
産
メ
リ

誰
世
ニ
カ
タ
ネ
ハ
蒔
シ
ト
人
問
ハ
イ
カ
ヽ
岩
根
ノ
松
ハ
コ
タ
ヘ
ン
ト

源
氏
ノ
云
ケ
ン
モ
耻シ

ヤ
狭
衣　
ノ大
将
ハ
聞
ツ
ヽ
モ
涙
ニ
ク
モ
ル
ト
忍
ケ
リ�

（
巻
第
四
十
七･

四
十
八
冊
二
十
七
丁
裏
十
一
行
）

　

右
に
見
る
ご
と
く
、
成
簀
堂
本
の
書
き
入
れ
は
、
本
文
の
抹
消
、
語
句

の
注
記
、
漢
字
の
付
訓
及
び
訓
み
副
え
、
異
文
注
記
と
多
様
で
あ
り
、
書

き
入
れ
の
大
半
は
一
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
墨
色
の
濃
淡
等
も
あ
り
、
一
様

に
検
証
す
る
の
は
困
難
な
点
も
あ
る
。

　

志
賀
寺
上
人
説
話
の
本
文
の
箇
所
で
は
、
京
極
御
息
所
が
志
賀
寺
詣
の

際
に
上
人
と
邂
逅
の
あ
っ
た
こ
と
を
、「
日
吉
詣
御
時
イ
」
と
叡
山
麓
の

日
吉
社
詣
の
際
で
あ
る
と
異
文
注
記
し
て
い
る
。
岡
田
三
津
子
氏
は
、
蓬

左
本
の
他
、
焼
失
し
た
黒
川
本
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
無
刊
記
整
版
本

ﾘ
5/5356

に
黒
川
本
本
文
の
一
部
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、

稿
者
は
原
本
未
調
査
）
本
文
に
も
「
日
吉
詣
ノ
イ
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
（
注
10
）。

　

よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
五
行
以
下
の
志
賀
寺
上
人
の
言
「
今
生
ノ
行

業
ヲ
譲
リ
奉
ラ
ン
ト
申
セ
バ
」
と
「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
歌
の
本
文
の
間
に
印

を
書
き
入
れ
、
七
行
目
の
「
ヨ
シ
サ
ラ
ハ
」
を
見
せ
消
し
、「
初
春
ノ
」

歌
の
本
文
を
墨
線
で
結
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
ヨ
シ
サ
ラ

バ
」
の
初
句
を
誤
っ
て
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
抹
消
し
、「
初
春

ノ
ハ
ツ
ネ
ノ
ケ
ウ
ノ
玉
箒
手
ニ
ト
ル
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
グ
玉
ノ
緒
」
一
首
の
本

文
は
、「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
歌
の
本
文
の
前
に
入
る
こ
と
を
示
す
書
き
入
れ

で
あ
ろ
う
か
。「
イ
」
の
注
記
が
見
え
な
い
こ
と
は
、
親
本
か
ら
書
写
す

る
際
に
、「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
を
重
複
し
て
記
し
た
際
に
誤
り
に
気
づ
き
、

「
初
春
の
」
歌
一
首
を
落
と
し
て
写
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う

事
情
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
稿
者
に
は
、
墨
色
や
筆
勢
を
見
て
も
判
断

が
つ
か
な
い
。

　

こ
こ
で
成
簀
堂
本
の
当
該
本
文
の
特
異
性
を
考
え
る
た
め
、流
布
本『
源

平
盛
衰
記
』
本
文
を
参
照
し
て
み
た
い
。
一
般
に
『
源
平
盛
衰
記
』
の
本

文
を
引
用
す
る
際
は
慶
長
古
活
字
版
の
本
文
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
（
注
11
）、

各
巻
の
本
文
中
に
章
段
分
け
が
な
く
、
句
点
も
な
い
無
訓
漢
字
片
仮
名
交

の
そ
の
本
文
は
、
文
書
類
の
通
読
に
も
困
難
を
極
め
る
。
慶
長
古
活
字
版
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の
本
文
の
み
か
ら
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
来
的
な
本
文
の
読
み
（
訓
み
）

を
確
か
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
え
よ
う
。
ひ
ろ
く
『
源
平
盛
衰
記
』
が

通
読
さ
れ
る
上
で
は
、
そ
の
本
文
へ
の
付
訓
等
は
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た

筈
で
あ
る
。
従
っ
て
稿
者
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
底
本
と
し
て
、
無
訓

漢
字
片
仮
名
交
の
慶
長
古
活
字
版
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
の
本
文
に
、
句

読
点
や
訓
を
付
し
て
流
布
本
（
付
訓
漢
字
片
仮
名
交
の
無
刊
記
整
版
本
）

の
祖
型
を
成
し
た
と
思
わ
れ
る
乱
版
の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
。
以
下
に

右
の
成
簀
堂
本
に
対
応
す
る
乱
版
の
本
文
を
、
こ
れ
も
出
来
る
だ
け
原
本

の
配
字
通
り
に
掲
げ
る
（
注
12
）。

近チ
カ
ツ
キ付

タ
リ
ケ
ン
。
同シ

道
ト
云イ
ヽ

ナ
カ
ラ
。
怖ヲ
ソ
ロ

シ
ク
ソ
覺ヲ
ボ
ユ

ル
。
清セ
イ

和ワ

天
皇
ノ
。
二
條デ
ウ
ノ�

（
二
十
三
丁
裏
二
行
）

后キ
サ
キ

ト
申
ハ
。
贈ゾ
ウ

太タ
イ

政シ
ヤ
ウ

大タ
イ
ジ
ン臣
長ナ
ガ
ラ
ノ良
御ヲ
ン

娘ム
ス
メ

ナ
リ
ケ
ル
カ
。
在ア
リ
ハ
ラ原
ノ
業ナ
リ
ヒ
ラ平
カ
忍シ
ノ
ビ

ツ
ヽ
。
五
條デ
ウ

渡ワ
タ
リ

ノ
西ニ
シ

ノ
對タ
イ

ノ
亭テ
イ

ニ
。
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
ト
詠ナ
ガ
メ

ケ
リ
。
寛ク
ハ
ン

平ヘ
イ

法ホ
ウ
ワ
ウ皇
ノ
。

京キ
ヤ
ウ

極ゴ
ク
ノ
御ミ

息ヤ
ス

所ト
コ
ロ

ハ
。
時シ

平ヘ
イ
ノ
大ヲ

臣ト
ヽ

ノ
御
娘ム
ス
メ

。
志シ

カ賀
寺テ
ラ

詣マ
ウ
デ

ノ
御
時キ

。
彼カ
ノ

寺テ
ラ

ノ
上
人
奉
リ

レ
懸（
レ
）心
ヲ
。
今コ
ン

生
ノ
行ギ
ヤ
ウ

業ゴ
ウ

ヲ
譲ユ
ヅ

リ
奉
ラ
ン
ト
申
セ
ハ

　

ヨ
シ
サ
ラ
ハ
眞マ

コ
ト

ノ
道ミ
チ

ノ
シ
ル
ヘ
シ
テ
。
我ワ
レ

ヲ
イ
サ
ナ
ヘ
ユ
ラ
ク
玉ダ
マ

ノ
緒ヲ

ト
打ウ
チ

詠ナ
ガ
メ

給
テ
。
御
手テ

ヲ
授サ
ヅ
ケ

給
ケ
リ
。
源
氏シ

ノ
女
三サ
ン
ノ
宮ミ
ヤ

ハ
。
柏カ
シ
ハ

木キ
ノ

右
衛エ

門ノ

督カ
ミ

ニ
通カ
ヨ
ヒ

テ
。
薫カ
ホ
ル

大
將シ
ヤ
ウ

ヲ
産ウ

メ
リ

　

誰タ
レ

カ
世ヨ

ニ
カ
種タ
子

ハ
蒔マ
キ

シ
ト
人
問ト
ハ

ハ
。
イ
カ
ヽ
岩イ
ハ

根子

ノ
松マ
ツ

ハ
答コ
タ
ヘ

ン

ト
源ゲ

ン

氏
ノ
云イ
ヽ

ケ
ン
モ
耻ハ
ヅ
カ

シ
ヤ
。
小サ

衣ゴ
ロ
モ
ノ
大
將シ
ヤ
ウ

ハ
。
聞キ
ヽ

ツ
ヽ
モ
涙ダ

ニ
ク
モ
ル
ト
忍シ
ノ
ビ

ケ

リ
。
天
竺ヂ

ク

。
震シ
ン
ダ
ン旦

。
我カ

朝テ
ウ

。
貴
タ
ツ
ト
キ

モ
賤
イ
ヤ
シ
キ

モ
。
燈
ト
モ
シ
ビ

ニ
入イ
ル

夏
ノ
蟲ム
シ

。
妻ツ
マ

ヲ
戀コ
フ
ル

。
秋キ�

（
二
十
三
丁
裏
十
二
行
）

　

志
賀
寺
上
人
の
「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
詠
に
加
え
、
光
源
氏
の
「
誰
ガ
世
ニ

カ
」
詠
（『
源
氏
物
語
』
柏
木
）
を
前
後
の
本
行
の
本
文
か
ら
改
行
し
、

一
行
を
以
て
配
す
版
面
は
、
慶
長
古
活
字
版
（
巻
第
四
十
八
二
十
九
丁
裏
・

三
十
丁
表
）
以
来
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
当
該
説
話
の
含
ま
れ
る
「
女
院

六
道ダ

ウ

廻メ
グ
リ

物モ
ノ

語
ガ
タ
リ
ノ

事
」
の
章
で
は
、
京
極
御
息
所
と
光
源
氏
と
二
首
の
詠
歌

を
本
行
本
文
か
ら
は
分
け
て
記
す
の
が
流
布
本
の
か
た
ち
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
成
簀
堂
本
は
、
何
れ
の
歌
も
独
立
し
て
記
し
て
は
お
ら
ず
、

本
行
の
本
文
に
そ
の
ま
ま
続
け
て
書
い
て
い
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
成
簀

堂
本
は
、
本
行
本
文
は
片
仮
名
漢
字
交
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
和
歌
に
つ

い
て
は
平
仮
名
漢
字
交
表
記
で
記
し
て
お
り
、
墨
線
や
「
◦
」
印
は
歌
を

改
行
し
て
一
行
で
記
す
べ
き
と
書
き
入
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
、

「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
歌
と
「
初
春
ノ
」
歌
と
の
掲
出
順
を
入
れ
替
え
る
こ
と
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を
示
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

だ
が
そ
も
そ
も
流
布
本
は
、「
初
春
ノ
」
歌
を
載
せ
な
い
。
こ
れ
を
い

か
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
静
嘉
堂
本
は
欠
巻
の
箇
所
で
あ
る
た
め
、

蓬
左
本
の
本
文
を
参
照
し
、
検
証
し
て
み
た
い
。
蓬
左
本
の
当
該
箇
所
の

本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
注
13
）。

そ
覚
ゆ
る
清セ
イ

和ワ

天テ
ン

皇ワ
ウ

の
二
條テ
ウ

の
后キ
サ
キ

と
申
ハ
贈ソ
ウ

太タ
イ

政シ
ヤ
ウ

大タ
イ

臣シ
ン

長ナ
カ

良ラ
ノ�

（
三
十
四
丁
裏
四
行
）

御
娘ム

ス
メ

な
り
け
る
か
在ア
リ

原ハ
ラ
ノ

業ナ
リ

平ヒ
ラ

か
忍シ
ノ
ヒ

つ
ゝ
五
條デ
ウ

わ
た
り
の
西ニ
シ

の
た
い
の

あ
は
ら
や
に
月
や
あ
ら
ぬ
と
な
か
め
け
り
寛ク

ハ
ン
ヘ
イ平

法ホ
ウ
ワ
ウ皇

の
京キ
ヤ
ウ
コ
ク極

の

御
息ヤ
ス
ト
コ
ロ所
は
時シ
ヘ
イ
ノ平
お
と
ゝ
の
御
む
す
め
し日
吉
詣
の
御
時
イ

か
て
ら
ま
う
て
の
御
時ト
キ

か
の

寺テ
ラ

の
上シ
ヤ
ウ
ニ
ン人
こ
ゝ
ろ
を
か
け
奉
り
こ
ん
し
や
う
の
行キ
ヤ
ウ
コ
ウ業
を
ゆ
つ
り

奉
タ
テ
マ
ツ

ら
ん
と
申
せ
ハ
よ
しはつ
春
の
は
つ
ね
の
け
ふ
の
玉
は
ゝ
き
イ

さ
ら
ハ
ま
こ
と
の
み
ち
の
し
る
へ
し
てて
に
と
る
か
ら
に
イ

我
を
い
さ

な
へ
ゆ
ら
く
玉タ

マ

の
を
と
う
ち
な
か
め
給
て
御
手
を
さ
つ
け
給
け
り
源ゲ
ン�

（
三
十
四
丁
裏
十
行
）

氏ジ

の
女ニ
ヨ

三
の
宮ミ
ヤ

ハ
柏カ
シ
ハ
キ木
の
ゑ
も
ん
の
か
ミ
に
通カ
ヨ

ひ
て
か
ほ
る
大ダ
イ
ジ
ヤ
ウ将
を　

�

（
三
十
五
丁
表
一
行
）

う
め
り
た
か
世
に
か
た
ね
を
ま
き
し
と
人
と
は
ゝ
い
か
に
岩イ

ハ

ね
の

松マ
ツ

は
こ
た
へ
ん
と
け
ん
し
の
い
ひ
け
ん
も
は
つ
か
し
や
狭サ
コ
ロ
モ衣

の
大タ
イ
シ
ヤ
ウ将

は
き
ゝ
つ
ゝ
も
涙
に
く
も
る
と
忍
ひ
け
り�

（
三
十
五
丁
表
四
行
）

　

蓬
左
本
も
成
簀
堂
本
と
同
様
に
、
京
極
御
息
所
の
詠
歌
も
光
源
氏
の
詠

歌
も
本
行
の
本
文
に
続
け
て
記
し
て
お
り
、
当
該
歌
を
改
行
し
て
独
立
し

て
記
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
だ
が
本
行
に
記
さ
れ
る
の
は
、
流
布
本
と

同
じ
く
、「
よ
し
さ
ら
ば
ま
こ
と
の
み
ち
の
し
る
べ
し
て
我
を
い
ざ
な
へ

ゆ
ら
ぐ
玉
の
を
」
の
京
極
御
息
所
詠
一
首
の
み
で
あ
り
、「
は
つ
春
の
」

歌
は
異
文
注
記
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
蓬
左
本

が
参
照
し
て
い
る
異
本
は
、「
よ
し
さ
ら
ば
」
詠
を
載
せ
ず
、「
は
つ
春

の
」
詠
の
み
を
載
せ
る
本
文
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
異
文
注
記
に

不
審
が
残
る
の
は
、「
は
つ
春
の
」
歌
の
上
の
句
と
下
の
句
と
が
分
け
て

注
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
下
の
句
は
四
句
「
て
に
と
る
か
ら
に
」
の
み

を
記
す
点
で
あ
る
。
結
句
「
ゆ
ら
ぐ
玉
の
を
」
は
、「
よ
し
さ
ら
ば
」
歌

に
も
「
は
つ
春
の
」
歌
に
も
共
通
す
る
た
め
で
あ
り
、
成
簀
堂
本
が
目
移

り
で
写
し
間
違
え
た
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

蓬
左
本
の
本
文
に
従
っ
て
異
文
注
記
を
解
し
て
み
る
と
、
十
行
目
に
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「
と
、
う
ち
な
が
め
給
て
、
御
手
を
さ
づ
け
給
け
り
」
と
あ
る
た
め
、
歌

の
詠
者
は
京
極
御
息
所
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
万
葉
集
』
巻
第
二

十
所
載
の
大
伴
家
持
詠
古
歌
の
引
用
で
は
あ
る
が
、「
玉
ば
は
き
」「
ゆ
ら

ぐ
玉
の
を
」
の
歌
句
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
御

息
所
自
身
が
、
自
ら
が
差
し
出
す
手
の
尊
さ
や
忝
さ
に
う
ち
震
え
る
上
人

の
心
情
を
推
し
量
り
、
上
人
の
立
場
に
な
り
か
わ
り
詠
ん
だ
歌
と
い
う
こ

と
か
。
志
賀
寺
上
人
の
「
こ
ん
じ
や
う
の
行
業
を
ゆ
づ
り
奉
ら
ん
」
の
言

に
心
動
か
さ
れ
た
京
極
御
息
所
の
返
答
の
詠
歌
と
な
る
が
、
僧
の
破
戒
の

恋
慕
に
素
直
に
応
じ
た
御
息
所
の
詠
歌
と
い
う
本
文
が
、
建
礼
門
院
の
畜

生
道
に
関
す
る
語
り
の
例
え
の
本
文
と
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
、
な
お
一

考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
成
簀
堂
本
の
注
記
に
従
っ
て
本
文
を
解
し
て
み
る
と
、
志
賀
寺

上
人
の
「
今
生
ノ
行
業
ヲ
譲
リ
奉
ラ
ン
」
言
を
受
け
「
ト
申
セ
バ
」
と
続

く
が
、
上
人
が
主
体
の
ま
ま
「
初
春
ノ
」
の
古
歌
を
引
用
し
た
贈
歌
が
続

き
、
そ
れ
を
受
け
て
「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
の
京
極
御
息
所
の
返
歌
が
あ
る
か

た
ち
と
な
ろ
う
か
。『
俊
頼
髄
脳
』
等
に
見
え
る
志
賀
寺
上
人
説
話
と
同

様
に
、「
サ
ラ
バ
」
は
、
上
人
の
「
今
生
ノ
行
業
ヲ
譲
リ
奉
ラ
ン
」
言
を

受
け
て
の
も
の
で
は
な
く
、「
初
春
の
」
の
贈
歌
を
受
け
て
い
る
こ
と
と

な
り
、
御
息
所
が
贈
歌
の
歌
句
を
受
け
て
「
我
ヲ
イ
ザ
ナ
ヘ
ユ
ラ
グ
玉
ノ

緒
」
と
上
人
に
詠
み
掛
け
て
い
る
文
脈
と
な
ろ
う
。
但
し
、「
申
セ
バ
」

と
い
う
助
詞
に
続
い
て
も
主
格
が
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
二
首
の
歌

本
文
が
改
行
し
て
二
行
に
分
け
て
併
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
二

首
が
本
行
本
文
に
い
か
な
る
字
句
を
も
挟
ま
ず
に
連
続
す
る
か
た
ち
で
記

さ
れ
て
い
た
と
仮
定
し
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
本
文
で
文
脈
が
解
せ
る

も
の
か
、
ま
た
成
簀
堂
本
の
親
本
な
り
対
校
本
に
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を

有
す
る
『
源
平
盛
衰
記
』
が
あ
っ
た
の
か
、
不
審
な
点
は
残
る
。
或
い
は

成
簀
堂
本
の
当
該
の
書
き
入
れ
に
は
、
他
の
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文
の
異

文
注
記
や
本
文
対
校
以
外
の
情
報
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

成
簀
堂
本
と
蓬
左
本
と
い
う
古
写
本
に
共
通
す
る
本
文
や
注
記
が
窺
え

る
点
は
注
目
さ
れ
る
が
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
志
賀
寺
上
人
説
話
の
本
来

的
な
本
文
を
遡
求
す
る
に
は
、
な
お
も
材
料
が
足
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

但
し
、
当
該
の
志
賀
寺
上
人
説
話
は
前
後
に
、『
伊
勢
物
語
』（
四･

西

の
対
）
や
『
古
今
和
歌
集
』（
仮
名
序
・
巻
第
十
五
恋
歌
五
）
に
見
え
る

在
原
業
平
詠
の
初
句
「
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
」
が
見
え
、
ま
た
『
狭
衣
物
語
』
の

狭
衣
大
将
の
詠
歌
の
一
部
と
見
ら
れ
る
「
聞
ツ
ツ
モ
涙
ニ
ク
モ
ル
」
が
見

え
て
い
る
（
注
14
）。
い
ま
仮
に
、「
初
春
の
」
歌
を
有
す
る
成
簀
堂
本
や
蓬

左
本
に
従
う
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
『
万
葉
集
』
の
大
伴
家
持
詠
が
引
用

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
志
賀
寺
上
人
説
話
を
含
む
当
該
の
六
道
語
り

の
本
文
に
は
、『
古
今
和
歌
集
』（『
伊
勢
物
語
』）『
万
葉
集
』『
源
氏
物

語
』『
狭
衣
物
語
』
所
載
歌
が
列
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。『
源
平
盛
衰

記
』「
女
院
六
道ダ

ウ

廻メ
グ
リ

物モ
ノ

語
ガ
タ
リ
ノ

事
」
の
前
章
「
法ホ
ウ
ワ
ウ皇
大オ
ホ
ハ
ラ原
入ジ
ユ

御キ
ヨ
ノ

事
」
に
は
、

「
又
時ト

キ

々
ノ
御
心
慰
ナ
グ
サ
ミ

ニ
ヤ
。
古コ

今ギ
ン

。
萬マ

ン
ヨ
フ葉

。
源
氏ジ

　

。
狭サ

衣コ
ロ
モ

。
其ノ

外ホ
カ

ノ
狂キ
ヤ
ウ

言ゲ
ン

綺キ

語ギ
ヨ

ノ
物モ
ノ

語リ

。
多ヲ
ホ
ク

取ト
リ

散チ
ラ

サ
レ
テ
。
折ヲ
リ

々
ノ
御ヲ
ン

手テ

ス
サ
ミ
。
昔ム
カ
シ

ノ
御
遺ナ
ゴ
リ

ト
覺ヲ
ボ

ヘ
テ
哀ア
ハ
レ

也
」（
傍
線
稿
者
）
と
、
建
礼
門
院
の
庵
室
内
を
描
写
す
る
本
文

が
見
え
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、「
初
春
の
」
歌
を
有
す
る
本

文
が
『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
来
的
な
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。
傍
証
と
も
言
え
な
い
点
だ
が
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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な
お
、
前
掲
乱
版
の
本
文
は
、「
ヨ
シ
サ
ラ
バ
」
詠
の
結
句
に
「
玉ダ
マ

ノ
緒ヲ

」

と
玉
を
ダ
マ
と
濁
音
に
訓
み
、「
誰
ガ
世
ニ
カ
」
詠
の
初
句
を
タ
レ
カ
ヨ

ニ
カ
と
字
余
り
に
訓
ん
で
い
る
。「
玉
」「
誰
」
に
既
製
の
付
訓
活
字
を
充

て
組
版
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
訓
は
無
刊
記
整
版
本

の
本
文
に
も
引
き
継
が
れ
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
版
行
の
京
茨
城
多

左
衛
門
方
正
版
以
降
の
付
訓
漢
字
片
仮
名
交
整
版
本
に
至
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
稿
者
が
乱
版
を
流
布
本
の
祖
型
と
認
定
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　

三　

他
文
献
に
見
え
る
志
賀
寺
上
人
説
話

　

志
賀
寺
上
人
説
話
は
、『
俊
頼
髄
脳
』
以
下
、『
古
来
風
躰
抄
』
等
の
歌

学
書
や
『
三
国
伝
記
』
等
の
仏
教
説
話
集
を
は
じ
め
、
諸
書
に
類
話
が
見

え
る
。

　

ま
ず
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
延
慶
本
第
六
末
（
巻
十

二
）「
法
皇
小
原
ヘ
御
幸
成
ル
事
」（
注
15
）
に
見
え
る
建
礼
門
院
の
六
道
語
り

の
本
文
に
は
、「
天
竺
ノ
術
婆
迦
ハ
后
ノ
宮
ニ
契
ヲ
ナ
シ
テ
墓
ナ
キ
夢
地
ヲ
恨
」

以
下
、
和
漢
の
恋
愛
譚
の
例
が
引
か
れ
て
お
り
、
志
賀
寺
上
人
説
話
に
関

し
て
も
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

亭
子
ノ
院
ノ
女
御
京
極
御
息
所
ハ
時
平
ノ
大
臣
ノ
女
也
日
吉
詣
給
ケ
ル

ニ
志
賀
寺
聖
人
心
ヲ
奉
テ
懸
一
今
生
之
行
業
ヲ
奉
譲
シ
カ
ハ
哀
ヲ
懸
給
テ

御
手
ヲ
タ
ヒ
実
ノ
道
ノ
指
南
セ
ヨ
ト
ス
サ
マ
セ
給
キ
在
原
業
平
ハ
五
条

亘
ノ
ア
ハ
ラ
屋
ニ
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
ト
打
ナ
カ
メ
源
氏
ノ
女
三
宮
ハ
又
柏
木
ノ

右
衛
門
督
ニ
マ
ヨ
ヒ
テ
香
ヲ
ル
大
将
ヲ
産
給
ヘ
リ
イ
カ
ヽ
岩
根
ノ
松
ハ
答

ム
ト
源
氏
ノ
云
ケ
ム
モ
ハ
ツ
カ
シ
ヤ
狭
衣
之
大
将
ハ
聞
ツ
ヽ
モ
涙
ニ
ク

モ
ル
ト
打
ナ
カ
メ
天
竺
震
旦
我
朝
高
モ
賤
モ
女
ノ
有
様
程
心
憂
事
候

ワ
ス
（
七
十
丁
表
～
裏
）

　

延
慶
本
は
『
源
平
盛
衰
記
』
と
語
る
順
に
は
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
両

者
に
は
ほ
ぼ
対
応
す
る
和
漢
の
恋
愛
譚
が
見
え
る
。
但
し
延
慶
本
は
、
志

賀
寺
上
人
説
話
に
限
ら
ず
何
れ
の
例
に
お
い
て
も
「
実
ノ
道
ノ
指
南
セ
ヨ
」

（
傍
線
稿
者
）「
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
」「
イ
カ
ヾ
岩
根
ノ
松
ハ
答
ム
」「
聞
ツ
ヽ
モ

涙
ニ
ク
モ
ル
」
と
歌
句
の
一
部
の
み
を
引
い
て
語
る
た
め
、
歌
は
本
行
本

文
か
ら
独
立
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

但
し
、
延
慶
本
の
御
息
所
歌
の
「
指
南
（
し
る
べ
）
セ
ヨ
」
の
歌
句
は

『
源
平
盛
衰
記
』
と
は
異
な
る
が
、
四
部
合
戦
状
本
（
注
16
）
と
は
共
通
し
て

い
る
。
四
部
合
戦
状
本
も
「
参
日_

吉
ヘ
」
と
、
京
極
御
息
所
が
日
吉
社

詣
を
し
た
際
の
志
賀
寺
上
人
か
ら
の
言
を
「
今
生
行
業
奉
譲
君
申
ケ
レ
」
と

す
る
本
文
が
見
え
て
い
る
。
一
方
、
四
部
合
戦
状
本
は
、
業
平
の
例
で
歌

句
を
引
く
こ
と
は
な
く
、
ま
た
『
狭
衣
物
語
』
の
例
は
全
く
引
か
れ
て
い

な
い
。
だ
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
光
源
氏
の
詠
歌
「
誰
世
ニ
カ
種
ヲ
蒔
シ
ト
人

問
ハ
岩
根
ノ
松
ハ
何
答
ン
」
が
本
行
本
文
か
ら
改
行
さ
れ
、
歌
一
首
が
一
行

で
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
点
は
『
源
平
盛
衰
記
』
の
慶
長
古
活

字
版
以
降
の
版
行
本
と
共
通
す
る
。
但
し
そ
の
歌
句
に
つ
い
て
は
、
下
の

句
が
「
岩
根
ノ
松
ハ
何
（
イ
カ
ガ
）
答
ヘ
ン
」
と
、
歌
句
の
順
が
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歌
句
の
多
様
性
は
、
建
礼
門
院
の
六
道
語
り
を

独
立
し
て
取
り
上
げ
た
御
伽
草
子
の
作
品
に
は
ま
ま
見
え
る
（
注
17
）。

　

延
慶
本
や
四
部
合
戦
状
本
の
本
文
形
成
を
検
討
す
る
上
で
注
目
さ
れ
て

き
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
は
、
今
井
正
之
助
氏
（
注
18
）
が
、
当
該
の
建

礼
門
院
の
六
道
語
り
の
中
で
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
い
て
も
志
賀
寺
上

人
説
話
に
先
行
し
、「
天テ

ン
チ
ク竺

ノ
術ジ
ユ
ツ

婆バ

訶カ

」「
阿ア

育イ
ク

大
王
ノ
。
鳩ク

ナ

ラ
那
羅
太
子シ

」
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「
震シ
ン

旦タ
ン

ニ
ハ
。
則ソ
ク

天テ
ン

皇ク
ハ
ウ

后コ
ウ

」「
染ソ
メ

殿ド
ノ
ヽ

后キ
サ
キ

」
と
列
挙
し
て
語
ら
れ
る
こ
れ
ら
例

が
、『
三
国
伝
記
』
等
で
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
『
源

平
盛
衰
記
』
の
志
賀
寺
上
人
説
話
の
上
人
の
言
に
も
見
え
る
「
今コ

ン

生
ノ
行ギ
ヤ
ウ

業ゴ
ウ

ヲ
譲ユ
ヅ

リ
奉
ラ
ン
ト
申
セ
バ
」
の
本
文
が
、『
宝
物
集
』
の
「
今
生
の
行

業
を
ゆ
づ
り
た
て
ま
つ
る
と
云
事
な
り
」（
七
巻
本
巻
第
五
）
と
共
通
す

る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。『
宝
物
集
』
に
は
、「
初
春
の
」
歌
も
収
載
さ

れ
て
お
り
注
意
さ
れ
る
も
の
の
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
引
か
れ
る
光
源
氏

の
詠
歌
や
『
狭
衣
物
語
』
の
例
は
見
出
せ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
『
平
家
物
語
』
諸
本
以
外
で
、
成
簀
堂
本
の
志
賀
寺
上
人
説

話
本
文
を
考
察
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
正
本
系
諸
本
『
太
平
記
』

の
本
文
で
あ
る
（
注
19
）。
ま
ず
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
教
運
本
（
き-

17
、

旧
称
は
義
輝
本
、
原
装
は
楮
紙
袋
綴
の
由
）
巻
第
三
十
六
「
志
賀
寺
ノ
上

人
ノ
事
」
よ
り
本
文
を
抜
粋
し
原
本
の
配
字
に
従
い
掲
げ
る
（
朱
点
や
朱

引
の
書
き
入
れ
は
省
略
す
る
）（
注
20
）。

タ
ル
処
ニ
立ヒ
京
極
ノ
御ミ_
息ヤ
ス

所
志
賀
ノ
花
園
ノ
春
ノ
気
色
ヲ
御�

（
四
十
丁
裏
七
行
）

覧
シ
テ
御
皈
ア
リ
ケ
ル
カ
御
車
ノ
物
見
ヲ
ア
ケ
ラ
レ
タ
ル
ニ
此
上

人
御
目
ヲ
見
合
セ
進
テ
不
レ
覚
ヘ
心
迷
ヒ
魂—

イ
ウ
カ
レ
ニ
ケ
リ
遙�

（
四
十
丁
裏
九
行
）

（
中　

略
）

言
ノ
葉
ニ
情
ケ
ヲ
懸
ハ
慰
ム
心
モ
ヤ
有
ル
ト
思
召
テ
上
人
是
ヘ
ト�

（
四
十
一
丁
裏
一
行
）

被
レ
召
ケ
レ
ハ
ワ
ナ
〳
〵
ト
フ
ル
イ
〳
〵
中
門
ノ
御
簾
ノ
前
ニ
跪ヒ

　
イ
テ

申
出
シ
タ
ル
㕝
モ
ナ
ク
只
サ
メ
〳
〵
ト
ソ
泣
給
ヒ
ケ
ル
御
息
所
ハ

偽—

ナ
ラ
ヌ
気
色
ノ
程
哀
レ
ニ
モ
又
恐
シ
ク
モ
思
食
ケ
レ
ハ
雪
ノ
如
ク

ナ
ル
御
手
ヲ
御
簾
ノ
内
ヨ
リ
少
シ
指
出
サ
セ
給
ヒ
タ
ル
ニ
上
人

御
手
ニ
取
付
テ

　
　

初
春
ノ
初
子
ノ
今
日
ノ
玉_

箒キ

手
ニ
取
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒ヲ

ト
讀
ケ
レ
ハ
ヤ
カ
テ
御
息
所
ト
リ
ア
ヘ
ス

　
　

ヨ
シ
サ
ラ
ハ
真

—

ノ
道
ノ
シ
ル
ヘ
シ
テ
我
ヲ
イ
サ
ナ
ヘ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒

ト
ア
ソ
ハ
シ
テ
聖
ノ
心
ヲ
慰
メ
給
ヒ
ケ
リ
カ
ヽ
ル
道
心
堅
固
ノ
聖
人�

（
四
十
一
丁
裏
十
行
）

　
『
太
平
記
』
で
は
、
志
賀
寺
上
人
と
京
極
御
息
所
の
歌
の
贈
答
が
成
簀

堂
本
『
源
平
盛
衰
記
』
と
同
じ
く
近
接
し
並
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
態
本
と
さ
れ
る
西
源
院
本
に
「
極
楽
之
玉
ノ
䑓
ノ

蓮
ス
葉
ニ
我
ヲ
イ
サ
ナ
ヘ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒
ト
遊
走バ

、
聖
ノ
心
ヲ
慰
メ
給

ケ
ル
」（
巻
第
三
十
七
）
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
神
宮
徴
古
館
本
・
慶
長

古
活
字
本
等
、
多
く
の
本
に
見
え
る
御
息
所
歌
の
上
の
句
が
「
極
楽
の
玉

の
台
の
蓮
葉
に
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
右
の
教
運
本
に
「
ヨ
シ
サ
ラ
バ

真
ノ
道
ノ
シ
ル
ベ
シ
テ
」
と
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
天
正
本
に
「
ヨ
シ

サ
ラ
ハ
真
ノ
道
ニ
シ
ル
ヘ
シ
テ
」（
傍
線
稿
者
）
と
、
同
じ
く
彰
考
館
蔵

毛
利
家
本
に
「
ヨ
シ
サ
ラ
ハ
真
ノ
道
ノ
知
ベ
シ
テ
」（
巻
第
三
十
七
）
と
、

『
源
平
盛
衰
記
』
と
共
通
す
る
歌
句
で
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

右
の
ご
と
く
『
太
平
記
』
の
志
賀
寺
上
人
説
話
は
詳
細
で
あ
り
、『
源

平
盛
衰
記
』
の
当
該
説
話
の
よ
う
に
、
和
漢
の
故
事
と
し
て
列
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
巻
第
二
十
一
「
覚
一
真
性
連ツ

レ

平
家
ノ
事
」
に

は
、
塩
冶
高
貞
の
妻
に
懸
想
し
た
高
師
直
が
侍
従
の
局
を
介
し
て
言
い
寄

る
話
し
が
見
え
る
が
、
侍
従
は
、「
カ
ヽ
ル
タ
メ
シ
ハ
又
世
ニ
ナ
キ
事
ニ
シ
モ

侍
ラ
ズ
彼
二
条
五
条
ノ
后
ノ
宮
朧
月
ノ
夜
ノ
内
侍
尚
侍
高
安
ノ
女
房
ニ
至
マ
デ
」

（
傍
線
稿
者
）
と
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
建
礼
門
院
の
六
道
語
り
に
も
引
か

れ
た
、『
伊
勢
物
語
』
の
業
平
・
高
子
の
恋
愛
譚
を
例
に
引
き
語
り
始
め

る
。
そ
の
侍
従
の
語
り
の
中
に
は
、
以
下
の
ご
と
く
、
や
は
り
『
源
平
盛

衰
記
』
と
同
じ
く
、
明
子
に
思
い
を
寄
せ
た
僧
正
が
紺
青
鬼
と
化
し
た
例
、

則
天
武
后
が
自
ら
と
契
り
を
結
ん
だ
こ
と
を
張
文
成
に
『
遊
仙
窟
』
と
し

て
作
ら
せ
た
と
す
る
話
が
見
え
て
い
る
。

彼
染
殿
ノ
后
ノ
宮
ハ
青
キ
鬼
ニ
被レ
シ

レ

悩
ナ
ヤ
マ
サ

何
ノ
故
ト
カ
思
食
ス
サ
レ
ハ
京

極
ノ
御ミ

息ヤ
ス

所ト
コ
ロ

ハ
我
ヲ
イ
サ
ナ
ヘ
ト
口
詠
異
國
ノ
則
天
武
后
ハ
張
文
成
ニ

相
馴
テ
遊
仙
窟
ノ
其
中
ニ
情
ノ
色
ヲ
残
サ
レ
テ
サ
ノ
ミ
ニ
度
重
ラ
ハ
コ

ソ
安ア

コ
キ
カ

_

濃_

浦
ニ
引
ク
網
ノ
人
目
ニ
餘
ル
憚
モ
候
ハ
メ
（
教
運
本
）

　

何
れ
も
先
に
見
た
『
宝
物
集
』
や
『
平
家
物
語
』
延
慶
本
・
四
部
合
戦

状
本
と
も
共
通
す
る
和
漢
の
恋
愛
譚
で
あ
り
、
今
井
氏
の
指
摘
す
る
通
り

い
わ
ば
定
型
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

天
正
本
は
巻
第
一
尾
題
に
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
九
月
書
写
の
奥

書
が
あ
る
。『
太
平
記
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
他
に
も
調
査
、
留
意
す
べ

き
点
は
多
く
あ
ろ
う
が
、
慶
長
年
間
を
目
前
に
控
え
た
室
町
末
期
に
記
さ

れ
た
志
賀
寺
上
人
説
話
に
お
い
て
、
そ
の
語
り
に
共
通
す
る
歌
句
が
見
出

さ
れ
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

四　

小
括

―	

成
簀
堂
本
に
見
る
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文
研
究
の

課
題
と
可
能
性

―

　

成
簀
堂
本
は
先
述
の
通
り
、
本
行
本
文
が
漢
字
片
仮
名
交
で
記
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
歌
は
漢
字
平
仮
名
交
で
一
行
で
写
さ
れ
て
い
る
。
静
嘉
堂

本
や
蓬
左
本
と
い
っ
た
古
写
本
が
全
編
、
平
仮
名
漢
字
交
で
あ
る
の
に
対

し
、
版
行
本
は
、
慶
長
古
活
字
版
以
降
、
三
種
の
絵
入
本
を
除
い
て
、
流

布
本
は
片
仮
名
漢
字
交
の
本
文
で
版
行
さ
れ
た
。
い
わ
ば
成
簀
堂
本
の
書

写
形
態
は
、
写
本
と
版
行
本
と
の
中
間
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
も
言
え

る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
成
簀
堂
本
が
参
照
し
た
親
本
の
書
写
形
態
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
疑
問
に
示
唆
を
与
え
る
の
が
、
次
に
掲
げ
る
成
簀
堂
本
巻
第
四
十

五
・
四
十
六
冊
冒
頭
部
の
本
文
を
書
写
す
る
一
丁
及
び
二
丁
で
あ
る
。
巻

第
四
十
五
「
内ナ

イ

大タ
イ

臣シ
ン

關ク
ワ
ン

東ト
ウ

下ゲ

向カ
ウ

。
付
池イ
ケ

田タ
ノ

宿シ
ユ
ク

遊ユ
ウ

君ク
ン
ノ

事
」
の
章
に
相
当
す
る

が
、
一
丁
が
書
写
の
際
の
反
故
を
誤
っ
て
綴
じ
た
も
の
、
二
丁
が
書
き
改
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め
清
書
し
た
本
紙
と
思
わ
れ
る
。
両
丁
の
本
文
を
出
来
る
だ
け
原
本
の
配

字
の
通
り
に
掲
げ
、
表
記
他
に
差
異
の
あ
る
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。

　
　

＊
本
文
一
丁
（
反
故
ヲ
誤
リ
綴
ジ
タ
カ
）

源
平
盛
衰
記
裳
巻
第
四
十
五�

（
一
丁
表
一
行
）

去
七
日
ハ
九
郎
判
官
前
内
大
臣
以
下
ノ
虜
共
相
具

都
ヲ

立
テ
六
条
堀
川
ノ
宿
所
ヲ
打
出
ケ
ル
ニ
大
臣
武
士
ヲ
召
テ
此
ニ
在
シ

小
者
ハ
母
モ
ナ
シ
吾
モ
下
ナ
ハ
憑
シ
キ
者
モ
ナ
ク
テ
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
ハ
歎　
　

侘
侍
ラ
ン
残
シ
留
ル
コ
ソ
心
苦
ク
侍
レ
相
構
テ
不
便
ニ
シ
給
ヘ
ト

宣
モ
敢
ス
御
涙
ヲ
被
流
ケ
ル
ソ
哀
ナ
ル
夜
部
六
条
川
原
ニ
テ
失

タ
ル
ヲ
ハ
知
給
ハ
ス
角
宣
ケ
リ
猛
キ
夷
ナ
レ
共
恩
愛
ノ
道
ハ
哀

也
ト
皆
袖
ヲ
ソ
絞
ケ
ル
角
テ
内
大
臣
父
子
美
濃
守
則

清
以
下
都
ヲ
出
給
テ
會
坂
ノ
関
ニ
カ
ヽ
リ
都
ノ
方
ヲ
顧
給

テ
イ
ツ
シ
カ
大
内
山
モ
隔
ヌ
ト
流
ス
涙
ヲ
袖
ニ
褁
ミ
東
マ
路
ヤ
今

日
ソ
始
テ
蹈
見
給
テ
昔
蝉
丸
ト
云
シ
世
捨
人
山
科
ヤ
音　
　

�

（
一
丁
表
十
一
行
）

羽
ノ
里
ニ
居
ヲ
シ
メ
此
関
ノ
邊
ニ
藁
屋
ノ
床
ヲ
結
テ
常
ニ
琵
琶��

（
一
丁
裏
一
行
）

ヲ
弾
ツ
ヽ
和
歌
ヲ
詠　

オ
モ
ヒ
ヲ
述
是
ヤ
此
往
モ
還ル

モ
別
ツ
ヽ�

知
モ
知
ヌ
モ
逢
坂
ノ
関

　

世
中
ハ
と
て
も
か
く
て
も
有
ぬ
へ
し
宮
も
わ
ら
や
も
は
て
し
な
け
れ
ハ�

（
一
丁
裏
四
行
、
以
下
空
白
）

　
　

＊
本
文
二
丁
（
書
キ
改
メ
タ
本
来
ノ
本
紙
一
丁
ニ
当
タ
ル
カ
）

源
平
盛
衰
記
裳
巻
弟
四
十
五�

（
二
丁
表
一
行
）

去
七
日
ハ
九
郎
判
官
前
内
大
臣
已
下
ノ
虜
共
相
具

都
ヲ
立
テ

六
条
堀
川
ノ
宿
所
ヲ
打
出
ケ
ル
ニ
大
臣
武
士
ヲ
召
テ
此
ニ
在
シ
小

者
ハ
母
モ
ナ
シ
吾
モ
下
ナ
ハ
憑
敷
者
モ
ナ
ク
テ
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
ハ
歎
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両
丁
の
本
文
を
比
較
す
る
と
「
以
下
」
と
「
已
下
」、「
憑
シ
キ
」
と
「
憑

敷
」、「
イ
ツ
シ
カ
」
と
「
早
晩
」、「
隔
ヌ
」
と
「
阻
ヌ
」、「
藁
屋
」
と
「
䒳

屋
」、「
オ
モ
ヒ
ヲ
述
」
と
「
述
フ

レ
懐
ヲ
」
等
、
幾
つ
も
の
相
違
が
あ
る

も
の
の
何
れ
も
漢
字
の
選
択
、
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記
の
別
、
漢
文
体

表
記
の
選
択
の
差
異
に
止
ま
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
は
本
文
に
異
同

は
な
い
と
見
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
立
テ
」
と
「
立
テ
」、「
音

羽
ノ
里
」
と
「
音
羽
里
」
の
ご
と
く
、
訓
み
副
え
の
仮
名
表
記
の
有
無
、

文
字
の
位
置
や
大
き
さ
に
も
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
文
の
異
同
と
ま

で
は
言
え
ま
い
。
但
し
こ
う
し
た
差
異
が
、
成
簀
堂
本
の
書
写
者
が
親
本

を
参
照
し
つ
つ
記
す
際
に
起
こ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
即
ち
書
写

者
の
書
き
癖
や
恣
意
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
成
簀
堂
本
の
本
文
を
参

照
、
検
討
す
る
際
の
重
要
な
注
意
点
と
な
る
筈
で
あ
る
。

　

ま
た
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
後
撰
和
歌
集
』『
小
倉
百
人
一
首
』
等

に
見
え
る
著
名
な
「
是
ヤ
此
」
の
蝉
丸
歌
が
一
丁
で
は
、
本
行
本
文
に
続

け
て
漢
字
片
仮
名
交
で
記
さ
れ
、
続
い
て
二
首
目
の
「
世
中
ハ
」
の
蝉
丸

歌
が
改
行
し
て
一
字
ほ
ど
下
げ
て
漢
字
平
仮
名
交
で
記
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
も
う
一
方
の
二
丁
の
本
文
で
は
、
二
首
の
蝉
丸
歌
共
に
、
そ
れ
ぞ

れ
本
行
本
文
か
ら
改
行
し
て
一
字
下
げ
て
漢
字
平
仮
名
交
で
一
行
で
記
さ

れ
、
そ
の
後
、「
流
泉
啄
木
ノ
二
ノ
曲
ヲ
」
の
本
文
は
字
高
を
戻
し
、
漢

字
片
仮
名
交
で
書
き
継
が
れ
て
い
る
（
な
お
「
世
中
ハ
」
の
蝉
丸
歌
は
、

巻
第
四
十
八
「
法ホ

ウ

皇ワ
ウ

大オ
ホ

原ハ
ラ

入ジ
ユ

御キ
ヨ
ノ

事
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
）。

　

即
ち
、
こ
の
二
丁
の
表
記
の
差
異
か
ら
想
定
さ
れ
る
の
は
、
成
簀
堂
本

侘
侍
ラ
ン
残
シ
留
ル
コ
ソ
心
苦
ク
侍
レ
相
構
テ
不
便
ニ
シ
給
ヘ
ト
宣

モ
敢
ス
御
涙
ヲ
被
流
ケ
ル
ソ
哀
ナ
ル
夜
部
六
条
川
原
ニ
テ
失

タ
ル
ヲ
ハ
知
給
ハ
ス
角
宣
ケ
リ
猛
キ
夷
ナ
レ
共
恩
愛
ノ
道
ハ
哀
也

ト
皆
袖
ヲ
ソ
絞
ケ
ル
角
テ
内
大
臣
父
子
美
濃
守
則
清
已

下
都
ヲ
出
給
テ
會
坂
ノ
関
ニ
カ
ヽ
リ
都
ノ
方
ヲ
顧
給
テ
早

晩
大
内
山
モ
阻
ヌ
ト
流
ス
涙
ヲ
袖
ニ
褁
ミ
東
マ
路
ヤ
今
日
ソ
始
テ

蹈
見
給
テ
昔
蝉
丸
ト
云
シ
世
捨
人
山
科
ヤ
音
羽
里
ニ
居
ヲ�

（
二
丁
表
十
一
行
）

シ
メ
此
関
ノ
邊
ニ
䒳
屋
ノ
床
ヲ
結
テ
常
ニ
琵
琶
ヲ
弾
ツ
ヽ�

（
二
丁
裏
一
行
）

和
歌
ヲ
詠
シ
テ
述
フ
レ
懐
ヲ

　

是
や
此
ゆ
く
も
帰
る
も
別
れ
て
ハ
し
る
も
し
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関

　

世
中
ハ
と
て
も
か
く
て
も
有
ぬ
へ
し
宮
も
わ
ら
や
も
は
て
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
れ
ハ

流
泉
啄
木
ノ
二
ノ
曲
ヲ
傳
ン
ト
テ
博
雅
三
位
三
年
マ
テ
夜
々
通
シ�

　
　
（
二
丁
裏
五
行
、
以
下
六
行
文
本
文
省
略
）
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の
書
写
者
は
、
親
本
に
は
漢
字
片
仮
名
交
で
本
行
本
文
に
続
け
て
記
さ
れ

て
い
る
歌
を
、
意
図
的
に
行
を
改
め
、
ま
た
歌
本
文
の
み
を
漢
字
平
仮
名

交
に
改
め
て
一
行
に
記
す
、
そ
う
し
た
改
編
を
並
行
し
つ
つ
書
写
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
成
簀
堂
本
に
は
、
親
本
と
は
異

な
る
、
書
写
者
の
意
図
や
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
の
点
は
、
成
簀
堂
本
の
本
文
を
参
照
、
検
証
す
る
際

の
注
意
点
と
な
ろ
う
。

　

し
か
し
問
題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
一
首
目
の
蝉
丸
歌
は
一
丁
で
は

「
往
モ
還ル

モ
別
ツ
ヽ
」
と
、
二
丁
で
は
「
ゆ
く
も
帰
る
も
別
れ
て
ハ
」
と
、

漢
字
の
用
字
も
訓
み
副
え
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
三
句
の
歌
句
に
「
別
れ

つ
つ
」
と
「
別
れ
て
は
」
の
相
違
が
あ
る
。
し
か
も
慶
長
古
活
字
版
以
降

の
版
行
本
の
歌
句
は
「
ユ
ク
モ
歸カ

ヘ

ル
モ
別ワ
カ
レ

テ
ハ
」
で
あ
る
が
、
蓬
左
本

（
巻
第
四
十
五
二
丁
裏
六
行
か
ら
九
行
の
本
文
に
相
当
）
は
、「
こ
れ
や
此コ

ノ

行ユ
ク

も
帰カ
ヘ

る
も
別
つ
ゝ
し
る
も
し
ら
ぬ
も
逢ア
フ

坂サ
カ

の
関セ
キ

」
と
、「
別
つ
つ
」
と

な
っ
て
い
る
。
前
者
は
『
後
撰
和
歌
集
』
の
歌
句
と
、
後
者
は
『
百
人
一

首
』
の
歌
句
と
一
致
す
る
が
、
成
簀
堂
本
が
一
丁
と
二
丁
と
で
歌
句
が
相

違
す
る
の
は
、
著
名
な
歌
ゆ
え
の
単
な
る
誤
写
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
参
照
し
て
い
る
親
本
は
一
本
で
は
な
く
、
複
数
の
対
校

本
を
参
照
し
つ
つ
書
写
を
行
っ
て
い
る
、
或
い
は
『
源
平
盛
衰
記
』
以
外

の
資
料
を
も
参
照
し
つ
つ
書
写
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
想
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
の
両
丁
の
異
同
は
、
成
簀
堂
本
の
書
写
形
態

を
め
ぐ
る
問
題
や
課
題
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
稿
者
は
、

今
は
こ
れ
以
上
に
成
簀
堂
本
巻
第
四
十
五
一
丁
二
丁
本
文
の
異
同
を
考
察

す
る
材
料
を
持
た
な
い
が
、
成
簀
堂
本
に
は
右
の
ご
と
き
問
題
点
が
あ
る

こ
と
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

本
稿
で
注
目
し
た
志
賀
寺
上
人
歌
を
め
ぐ
る
書
き
入
れ
が
、
果
た
し
て

室
町
後
期
を
遡
る
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
来
的
な
本
文
、
或
い
は
古
態
の
本
文
を
追
求
す
る

手
掛
か
り
と
な
り
得
る
の
か
。
様
々
な
書
き
入
れ
を
は
じ
め
、
膨
大
且
つ

多
様
な
情
報
を
有
し
て
い
る
成
簀
堂
本
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
な
お
も
静
嘉

堂
本
や
蓬
左
本
と
い
っ
た
古
写
本
の
本
文
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

或
い
は
ま
た
慶
長
古
活
字
版
や
乱
版
、
無
刊
記
整
版
と
い
っ
た
版
行
本
の

本
文
と
の
比
較
検
討
か
ら
も
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
四
十
八
巻
に

も
亘
る
『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
量
を
思
え
ば
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作

業
で
は
あ
る
。
だ
が
今
の
と
こ
ろ
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
を
具
体
的

に
検
証
す
る
に
は
、
一
部
欠
巻
が
あ
る
と
は
い
え
、
成
簀
堂
本
を
超
え
る

ま
と
ま
っ
た
資
料
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
注
１
）「
第
四
章�

読
み
本
系
平
家
物
語
の
成
立
と
表
現･

四�

源
平
盛
衰
記
の
伝

本
」（『
軍
記
物
語
論
究
』
一
九
九
六
年
、
若
草
書
房
、
所
収
）、「
１�

源
平
盛

衰
記
写
本
の
概
要
・
付
編�

資
料
調
査
か
ら
新
研
究
へ
」（『
文
化
現
象
と
し
て

の
源
平
盛
衰
記
』
二
〇
一
五
年
、
笠
間
書
院
、
所
収
）。

（
注
２
）
渥
美
か
を
る
氏
「
解
題　

校
異
」（
古
典
研
究
会
『
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
蔵�

源
平
盛
衰
記（
六
）』
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
、
所
収
）。
な
お
玄
庵
三

級
に
つ
い
て
、
岡
田
三
津
子
氏
の
論
考
「
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
写

本
再
考

―
書
写
者
玄
菴
三
級
の
検
討
を
通
し
て

―
」（
関
西
軍
記
物
語
研

究
会
編
『
軍
記
物
語
の
窓�

第
三
集
』
二
〇
〇
七
年
、
和
泉
書
院
、
所
収
）
が

あ
る
。

（
注
３
）「
第
二
編�
活
字
印
刷
術
の
伝
来
並
び
に
其
の
発
達
―
近
世
初
期
に
於
け
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る
印
刷
文
化
―
・
第
八
章�

国
文
学
書
の
活
字
開
版
・
第
二
節�

国
文
学
書
活
字

開
版
の
概
観
と
其
の
種
類
」（『
増
補�

古
活
字
版
之
研
究�

中
巻�

』
一
九
六
七
年
、

日
本
古
書
籍
商
協
会
、
所
収
）。

（
注
４
）「
第
一
部�

源
平
盛
衰
記
本
文
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
・
第
一
篇�

古
本
系

伝
本
の
認
定
・
第
一
章�

写
本
書
誌
」（『
源
平
盛
衰
記
の
基
礎
的
研
究
』
二
〇

〇
五
年
、
和
泉
書
院
、
所
収
。
初
出
は
二
〇
〇
二
年
三
月
）。

（
注
５
）
川
瀬
一
馬
氏
「
第
一
編�

古
写
本
・
第
六
章�

江
戸
時
代
初
期
（
慶
長
至

寛
永
）
国
書
」（『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』
一
九

九
二
年
、
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
、
所
収
）。

（
注
６
）
川
瀬
一
馬
氏
「
成
簀
堂
文
庫
随
想
（
132
）」（『
財
団
法
人
石
川
文
化
事

業
財
団
月
報
290
号
』
一
九
九
六
年
十
月
、
所
収
）。
な
お
当
該
文
中
に
川
瀬
氏

が
「
四
十
七
巻
、
二
十
冊
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
閲
覧
し
た
女
性
の
研
究
者
」

と
言
及
す
る
の
は
岡
田
三
津
子
氏
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
注
７
）
前
掲
（
注
５
）。

（
注
８
）
前
掲
（
注
５
）。

（
注
９
）
例
え
ば
、
名
古
屋
市
図
書
館
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
『
源
平
盛

衰
記
』
乱
版
（
河ｹ:

帙�1:7

）
に
は
、「
異
本
無
目
録
」「
異
本
脱
一
二
巻
」「
古

寫
本
校
」
等
と
し
て
、
河
村
秀
頴
・
秀
根
兄
弟
何
れ
か
の
筆
と
思
わ
れ
る
異

本
や
古
写
本
と
の
校
合
が
諸
所
に
朱
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
校

合
に
は
成
簀
堂
本
と
酷
似
、
或
い
は
類
似
す
る
書
き
入
れ
が
幾
つ
も
見
出
せ
る
。

そ
の
詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
成
簀
堂
本
の
本
文
を
検
証
す
る
こ
と
は
、

近
世
中
・
後
期
に
ま
で
及
ぶ
『
源
平
盛
衰
記
』
本
文
の
流
布
と
享
受
を
追
究

す
る
問
題
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

（
注
10
）
岡
田
三
津
子
氏
「
第
一
部�

源
平
盛
衰
記
本
文
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
・

第
三
篇�

古
本
系
伝
本
相
互
の
関
係
・
第
一
章�

異
本
注
記
」（
前
掲
（
注
４
）

所
収
。
初
出
は
一
九
九
九
年
三
月
）。

（
注
11
）
多
く
が
勉
誠
社
刊
の
内
閣
文
庫
蔵
本
影
印
版
を
参
照
し
て
お
り
、
巻
第

四
十
二
ま
で
既
刊
の
三
弥
井
書
店
刊
『
中
世
の
文
学�

源
平
盛
衰
記
』
も
内
閣

文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
但
し
、
渥
美
か
を
る
氏
「
解
題
」（『
源
平

盛
衰
記�

慶
長
古
活
字
版�

第
六
冊
（
巻
第
四
一
―
巻
第
四
八
）』
勉
誠
社
、
一

九
七
八
年
、
所
収
）
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
に
見
え
る
付
訓
や
校
異
等
の
書
き

入
れ
の
大
半
が
「
附
訓
版
本
」
に
拠
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
本
に
は
、

複
数
の
手
に
な
る
書
き
入
れ
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
無
刊
記
整
版
本
の
付

訓
等
が
特
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
参
照
、
引
用
さ
れ
て
い
る
例
が
大
半

で
あ
る
と
稿
者
も
見
て
い
る
。

（
注
12
）
参
考
に
架
蔵
本
（
巻
第
四
十
七
・
四
十
八
一
冊
の
み
の
零
本
で
全
丁
古

活
字
版
で
あ
り
乱
版
の
端
本
か
）
の
当
該
丁
の
画
像
を
最
後
に
掲
げ
る
。
な

お
川
瀬
一
馬
氏
は
乱
版
に
つ
い
て
、「
寛
永
中
刊
」「
整
版
の
部
分
は
活
字
版

を
底
本
と
し
て
覆
刻
し
た
も
の
に
相
違
な
い
が
、
一
部
分
活
字
版
を
交
じ
へ

て
乱
版
の
形
式
に
な
つ
い
て
ゐ
る
の
は
、
整
版
の
部
分
の
彫
版
が
不
足
で
活

字
を
以
て
補
つ
た
と
も
解
し
得
る
が
、
本
書
の
如
き
は
寧
ろ
活
字
版
の
摺
残

り
を
整
版
に
加
へ
て
、
摺
残
り
を
生
か
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は

れ
る
」（『
龍
門
文
庫
善
本
書
目�

其
の
四�

古
活
字
版
の
部
』
一
九
八
一
年
三
月
）

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
稿
者
も
基
本
的
に
は
従
う
べ
き
見
解
だ
と
考
え
る
。

（
注
13
）
前
掲
（
注
２
）『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵�

源
平
盛
衰
記（
六
）』
所
収
の

影
印
版
に
拠
る
。

（
注
14
）
延
慶
本
注
釈
の
会
編
著『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈�

第
六
末（
巻
十
二
）』

（
二
〇
一
九
年
、
汲
古
書
院
）〔
注
解
〕
は
、『
狭
衣
物
語
』
巻
第
四
の
狭
衣
大

将
が
入
道
の
宮
（
女
二
宮
）
を
出
家
に
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す

る
自
戒
の
詠
「
手
に
馴
れ
し
扇
は
そ
れ
と
見
え
な
が
ら
涙
に
く
も
る
色
ぞ
こ

と
な
る
」を
引
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
有
朋
堂
文
庫『
源
平
盛
衰
記�

下
巻
』

（
塚
本
哲
三
編
輯
、
一
九
三
五
年
）
頭
注
は
、「
涙
に
く
も
る
―
戀
ひ
て
な
く

涙
に
曇
る
月
影
は
宿
る
袖
も
や
濡
る
る
顔
な
る
と
あ
る
を
指
す
か
」
と
し
て
、

同
じ
く
巻
第
四
に
見
え
る
即
位
し
た
狭
衣
に
よ
る
斎
院
源
氏
の
宮
へ
の
贈
歌

を
引
い
た
か
と
見
る
。
狭
衣
と
女
二
宮
や
源
氏
の
宮
と
の
生
憎
な
関
係
を
思

え
ば
、
何
れ
の
歌
と
も
決
し
得
な
い
よ
う
に
思
う
。

（
注
15
）『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊�

中
古
中
世
篇
別
巻
一�

延
慶
本
平
家
物
語
』、

二
〇
〇
八
年
、
汲
古
書
院
、
所
収
の
影
印
版
に
拠
る
。
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（
注
16
）
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
校
『
平
家
物
語�

四
部
合
戦
状

本
下
』、
一
九
六
七
年
、
大
安
、
所
収
の
影
印
版
に
拠
る
。

（
注
17
）
例
え
ば
、『
大
原
御
幸
（
奈
良
絵
本
）』（『
室
町
時
代
物
語
大
成�

第
三
』

一
九
七
五
年
、
角
川
書
店
、
所
収
）
に
は
、「〔
京
極
の
〕
み
や
す
所
は
、
し

か
て
ら
の
上
人
に
、
ま
こ
と
の
み
ち
を
し
る
へ
せ
よ
と
て
、
御
て
を
あ
た
へ

給
き
」「
い
よ
〳
〵
い
は
ね
の
ま
つ
は
こ
た
へ
ん
と
、
け
ん
し
の
い
ひ
け
ん
も
、

は
つ
か
し
や
」
と
見
え
、
木
村
千
鶴
子
氏
・
久
保
田
淳
氏
「
新
資
料
紹
介�

小

原
御
幸
（
翻
刻
）」（『
国
文
学�

解
釈
と
教
材
の
研
究�

第
二
二
巻
一
号
』
一
九

七
七
年
一
月
、
所
収
）
に
は
、「
み
や
す
所
は
、
し
か
て
ら
の
上
人
に
ま
こ
と

の
み
ち
を
し
る
へ
と
せ
と
て
、
御
手
を
あ
た
へ
給
候
き
」「
い
よ
〳
〵
い
は
ね

の
ま
つ
は
こ
た
へ
し
ん
と
、
け
ん
し
の
い
ひ
け
ん
も
は
つ
か
し
や
」
と
見
え
る
。

な
お
両
作
品
と
も
に
、
業
平
・
高
子
の
恋
愛
譚
や
『
狭
衣
物
語
』
に
は
触
れ

て
い
な
い
。

（
注
18
）「
平
家
物
語
と
宝
物
集
―
四
部
合
戦
状
本
・
延
慶
本
を
中
心
に
―
」（『
長

崎
大
学
教
育
学
部�

人
文
科
学
研
究
報
告�

第
34
号
』
一
九
八
五
年
三
月
、所
収
）

（
注
19
）『
太
平
記
』
本
文
の
調
査
で
は
、
長
坂
成
行
氏
『
伝
存
太
平
記
写
本
総
覧
』

（
二
〇
〇
八
年
、
和
泉
書
院
）
と
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
帳
を
参
照

し
た
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
野
尻
本
の
当
該
巻
は
天
正
本
系
で
は
な

い
由
で
当
該
歌
句
は
「
極
楽
ノ
玉
ノ
台
ノ
蓮
ス
葉
ニ
」（
巻
第
三
十
八
）
と
な
っ

て
い
る
。

（
注
20
）「
国
立
国
会
図
書
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
公
開
の
画
像
に
拠
る
。
小
秋

元
段
氏
の
指
摘
に
従
い
、
義
輝
本
の
称
を
教
運
本
に
改
め
る
。

謝
辞

　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
調
査
と
資
料
の
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
一
般
財
団
法

人�

石
川
武
美
記
念
図
書
館�

成
簀
堂
文
庫
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

附
記

　

本
稿
はJSPS

科
研
費�JP18K

00295

（
基
盤
研
究（
Ｃ
）課
題
「「
源
平
盛
衰
記
」

の
出
版
と
流
布
に
関
す
る
研
究
―
日
本
人
の
歴
史
観
形
成
の
一
階
梯
―
」）
の
助

成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
注
12
）
画
像


